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ENB系EPDMの加硫促進剤について(8)
前回 (No.338)では， EPDMの高硫黄加硫，低硫黄 は，ノンブルームを考慮し， TTの配合量を 0.5~0.7

加硫及び無硫黄加硫系（表 l及び表 2に示す）における phrに抑えたため，顕著なプルームは認められない． し

加硫挙動（ムーニースコーチ及びレオメーク加硫試験） かし，加硫物表面の光沢が，放置日数とともに消えてい

について紹介した． ＜傾向は認められる．光沢状態が比較的良好であったの

今回は，前回に引き続き加硫物性，耐熱性，圧縮永久 は，ノクセラー M 及び PEG-4000(ポリエチレングリ

ひずみについて紹介する． コール）を配合した加硫物 (No.3, No. 5, No. 7) であ

低硫黄加硫系（配合 No.2~5)及び無硫黄加硫系（配 った.PEG-4000は，加硫活性剤として有効であること

合No.6~7)では，硫黄放出型のノクセラー MDBや は既に知られている．また， EPDM加硫物において，

バルノック Rを併用することによって，高硫黄加硫系 フルーム防止剤として有効であることが報告されてい

（配合 No.1) と同程度の引張強さと引張応力が得られ る互

る（表 2). 引用文献

低硫黄加硫系及び無硫黄加硫系は，高硫黄加硫系に比 1) 沖田泰介：「エチレン・プロピレンゴム」大成社（昭

べて，耐熱性及び圧縮永久ひずみの良好な加硫物が得ら 和47年） 29p 

れる（図 I,表2). しかし，圧縮永久ひずみについては， 2) 日本合成コとム株式会社：特開昭57-73035

NBRや SBRのように顕著な改善効果は認められない．

過去に， EPDMの圧縮永久ひずみの優れた硫黄加硫系

として，カドミウム・ジエチルジチオカルバメートの使

用及びTTの多量配合が紹介されている（表 3). しか

し，カドミウム化合物は毒性の問題があり，また， TT

の多量配合はプルーム発生の欠点がある．

EPDM加硫物のプルームは，加硫促進剤の TTの配

合量に原因することが多く，通常， TTを1phr以上配

合すると，顕著なプルーム (TTが加硫中に PZに変化

し， PZのブルームが発生する）が発生する．ここで

表3 硫黄加硫系の圧縮永久ひずみII

忙合・・・EPDM:IOU, 7、テアリン陪： I, 111¥fi澤： 5, FEFプラ，ク： IOU, 

プロ七ブ、ナイル： 40 
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1. 配 合 表 l

EPDM* 

ステアリン酸

酸化亜鉛

HAFプラック

ナフテン系プロセス油

硫黄

加硫促進剤

加硫活性剤
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｝表 2に示す

*ENB系，
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ョウ素価（高），ムーニー粘度38
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48 

老化時間 (h)

熱老化後の伸び変化率 (120℃熱老化）

［高硫黄配合 (No.1), 低硫黄配合 (No.2~ 
No. 5) 

無硫黄配合 (No.6~No. 7) J 

゜
96 

190 (98) 



紹介

2. Im疏特性（引張試験，熱老化試験及び圧縮永久ひずみ試験）

表2

配合 高硫黄 低 硫

加硫系 No 1 2 3 4 

硫黄 1.5 0,3 0.3 0.3 

ノクセラー M 1.0 1.0 

II TT 0,5 0. 7 0.5 0.5 

II TET 0. 7 0.5 0,5 

II TRA 0,5 0. 7 0.5 0,5 

II BZ 1.5 1.5 

＂ MDB 1.0 

バルノック R 2.0 2.0 2.0 

PEG-4000 

（引張試験〕 170℃プレス加硫

加硫時間 8' 15' 10' 10' 

T11 〔MPa〕 17. 7 17.6 18.3 17. 7 

E11 〔％） 430 500 530 480 

M,oo (MPa〕 4,1 3.4 3,5 3,6 

M:mo 〔MPa〕 11.8 9.9 9.3 10.2 

Hs (JISA〕 7.9 78 78 79 

〔熱老化試験〕試験片の加硫条件は，引張試験の湯合と同じ

J 熱老化条件： 120℃（キャー式老化試験機）
老化時間 (h)

T11 [MPa) , 4~:~:~(-6) :;:~(+3) :~:~(-6) :;:~(-2) 

96 16.9(-5) 17.6(0) 17,5(-4) 17.8(+1) 

黄

E,, 
Io・・・・.so・・・・・・・・'°';;o・・・・・・・.,, 」

〔％〕 48 220(-49) 370(-26) 330(-38) 310(-35) 

96 200(-53) 320(-36) 300(-43) 290(-40) 

M11111 (MPa〕I 4~ 

4.1 3.4 3.5 3.6 

6.7(+64) 5,0(+47) 5.4(+54) 5,4(+50) 

96 7.4(+80) 5.3(+56) 5.8(+66) 6,2(+72) 

無 硫 黄

5 6 7 

0,3 

0,5 0.5 0.5 

0.5 0,5 0,5 

0,5 0.5 0.5 

1.5 1.5 1.5 

1.0 2.0 2.0 

2.0 2.0 2.0 

1.0 1.0 

10' 15' 15' 

18.2 16.7 16.8 

500 500 500 

3,3 3.5 3,5 

9. 7 9,4 9,4 

78 78 78 

18.2 16. 7 16.8 

17.2(-5) 16.4(-2) 16.8(0) 

16.8(-8) 15.5(-7) 15.8(-6) 

500 500 500 

300(-40) 330(-34) 350(-30) 

280(-44) 280(-44) 300(-40) 

3.3 3,5 3.5 

5,5(+67) 5,0(+43) 4.9(+40) 

5.8(+76) 5,5(+57) 5.2(+49) 
. ----→ ------------・---------. ---------------------ヤ十→-----------------------------ヤ --------------- → ----------

Mwo 〔MPa〕I 4~ 

7.6 6.6 6,5 6. 7 6.2 6,4 6.2 

13.8(+82) 10.0(+52) 10.8(+66) 11.1 (+66) 11.3 (+82) 10.0(+56) 9.9(+60) 

96 14,9(+96) 10.5(+59) 11.7 (+BO) 12.6(+88) 11,9(+92) 11.1(+73) 10.7(+73) 
-----------------------------------一〒→--- 今. ------ - - - - - - - -------- ------------ ---------→ 一

---------------

(JISA〕I 4~ 

79 78 79 79 78 78 78 

H,1・ 82(+3) 81 (+3) 82(+3) 82(+3) 82(+＋ I 4) 82(+4) 82(+4) 

96 85(+6) 83(+5) 85(+6) 83(+4) 83(5) 83(+5) 83(+5) 

〔圧縮永久ひずみ試験）試験片の加硫条件は，熱老化試験の場合と同じ

圧縮条件： 100℃, 70 h, 25%圧縮
CS(%) 74 I 50 I 65 67 66 63 63 

〔加硫物の表面光沢状態〕加硫物を23℃，湿度50%で放置

放置日数 I闊60 △ △ △ △ △ X 
△゚ △ 

△ X X ゜゚△ △ X X ゜゚(S) 
△ 

＊熱老化試験の（ ）内は変化率（％）を示す．ただし， H,,・ の場合は度化を示す．

＊（加硫物の表面光沢状態の評価〕 n視 良い0 △ X悪い
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